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子育ての困り感は？
・ひとり遊びばかりしている
・言葉が出るのが遅い
・目線が合いにくい
・動きがぎこちない
・指示が入りにくい 
・こだわりが強い
・落ち着かない
・抱きにくい

実際に行うアプローチとは？

・運動：ボール遊び、トランポリン、体操など 
・感覚遊び：リトミック、粘土など
・ことばの練習：絵カード、発音・発声など
・SST（ソーシャルスキルトレーニング）：あいさつ、

ルールや順番を守るなどの社会性を育む
・就学に向けての準備：読み書き、数字など

あびらで安心子育て

a b i L y
abira × family

　今回の abiLy	は、健康福祉課福祉グループの福原美樹主査が「安平町子ども発達支援センターで実
施している療育について」ご紹介します。

問合せ　健康福祉課福祉グループ（子ども発達支援センター）　☎ ㉙7071

～ LINE アプリ アクセス方法～
・「ID 検索」から「@abira」で検索
・下記「QR コード」から読み取る

～成長ログ 利用方法～
・下記「QR コード」から読み取る

・子育て世代に向けた “ 安平で安心子育て ”
・子育て支援センターの行事予定やリアル

タイムな情報を随時更新

～子育て世代向けの情報を発信～

LINE@
～子ども成長記録を～

成長ログ
～多岐にわたる情報を発信～

安平町ホームページ

１．療育（りょういく）とは？
　医学的治療と保育・教育で、子ども達が抱える「困っている」特性をできる限り改善し、生かせ
る長所は伸ばしていく理解・支援を「療育」といいます。具体的には、生活への不自由をなくすよ
う専門支援プログラムを行い、言葉や身体機能など、発達が緩やかなお子さまについて、遊びを通
してトレーニングをしていきます。

２．成長にとって大切なこと
　生活の中で一番多くの時間を過ごす家庭において、お子
さまに対し、適切な働きかけを行うことは成長を促す上で
とても大切です。日々継続した取り組みにより、普段から
学習成果を発揮できるようになります。

　気軽に相談してください
　子育て支援センターには、言語聴覚士をはじめ特別支援教員、療育担当保育士、療育担当指導員、臨床心理士 

（委託）などがいます。
　気になることがあれば、一人で悩まずに気軽にご相談ください。見学や体験療育なども随時、行っています。

家庭環境を
整える

⬇︎
お子さまの
特性把握

⬇︎
継続した
取り組み

⬇︎
適切な働きかけをすることで

実生活での成長実感

３．療育ではどんなことをするの？

⬇︎


